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Teaching Approaches for Students with Poor Writing Skills: 

























































































































































































































































Students’ Problems with Reference Citation in Their 






















































































































表１ 「学びの技法 B-2」引用に関する評価 
                    （単位/人） 
 必要性 データの質 形態 形式 量 解釈 
◎ 9 35 8 6 8 4 
〇 107 107 98 53 75 84 
△ 86 65 66 86 105 104 




























































































































































































方法研究会誌』    
山本富美子（2016）「論文の『意図的ではない剽窃』の




















Use of TV Programs Based on Classical Literature Works in 






























































































































































































































































































4  NHK 公式ホームページ内 NHK アーカイブス
「NHK名作選みのがしなつかし」 
http://cgi2.nhk.or.jp/archives/tv60bin/detail/index.cgi?
das_id=D0009010356_00000（2016年 9月 5日閲覧） 
5  NHK 番組アーカイブス学術トライアルについては，
公式ホームページを参照されたい． 
http://www.nhk.or.jp/archives/academic/index.html
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 (1) TED紹介 
本稿における「TED」とは，スピーカーがステージ上








翌週以降 1 人ずつ口頭発表として TED を紹介させると









































































































































































































































































































































































































































































































 Existence of Prospect Theory in Mathematics Education: 




























































































i) 雨の降る確率 50%のとき，(数値は，よかった度) 
 雨が降る 雨が降らない 
A傘を持っていく ＋10 －12 








































𝑣𝑎𝑙𝑢𝑒(𝑥) = 𝑥𝛼 (𝑥 ≥ 0), 𝑣𝑎𝑙𝑢𝑒(𝑥) = −𝜆(−𝑥)𝛽  (𝑥 < 0)  
















































































































C は A と B が引いたあとに引くので，次の 4 通りあ
り， 











































































題者が A の箱以外のハズレの箱を 1 つ開けたとすれば，
表 1から変更した場合の方が当たる確率が高くなる。 
 
表 1 場合分け 
 A B C 変更しない 変更する 
① ○ × × アタリ ハズレ 
② × ○ × ハズレ アタリ 



































  1.ある  2.ない   3.記憶にない  4.その他 
(2) そろばんは少しずつ上達していますか． 
  1.している 2.していない 3.元々得意 4.その他 
(3) そろばんでの計算のしくみは理解できましたか． 
  1.できた 2.できていない 3.元々知っている 4.その他 
(4) そろばん体験はたのしいですか． 
  1.たのしい 2.つまらない 3.普通  4.その他 
(5) 普段での計算が少しずつでもスムーズになって
きていると感じていますか． 
  1.なっている 2.なっていない 3.元々なっている 4.その他 
(6) お気づきの点をお教えください． 
(7) 感想をお聞かせください． 
集計結果は，表 2・図 3の通りである． 
 
表 2  集計結果  (回答者数 258名) 
 (1) (2) (3) (4) (5) 
1 70 189 184 117 120 
2 170 50 41 17 105 
3 15 16 23 122 22 
4 3 3 8 1 11 
(回答もれがあり一部合計が合わない部分有) 





















表 3 【正答概数】(秋学期) 
授業回 ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 
平 均 40.0 35.5 39.1 37.8 39.0 41.0 41.0 40.9 42.9 43.4 42.8 
(50題) 40 36 39 38 39 41 41 41 43 43 43 
(学生が暗算で行ってしまったものを含む) 
 















(ｱﾝｹｰﾄ 3) 全体の 7割が足し算の仕組みを理解できたと
考える． 












































































































































































































































+)  8 
15 
+)  5 
20 
+)  9 
29 
+)  6 
35 





7     8     5     9     6 
◆    ◆    ◆    ◆    ◆ 
◆    ◆         ◆    ◆ 
◆    ◆    ◆    ◆    
   ◆    ◆    ◆    ◆ 
◆         ◆    ◆    ◆ 
◆    ◆    ◆         ◆ 
 
7+8＝   15+5＝   20+9＝   29+6＝ 
15      20      29      35 
◆     ◆◆    ◆     ◆ 
◆           ◆     ◆ 
◆     ◆     ◆◆    ◆ 
◆    ◆◆    ◆◆    ◆◆    
 ◆◆     ◆     ◆    ◆◆ 
◆◆    ◆◆    ◆◆     ◆ 
◆◆    ◆◆    ◆     ◆◆ 



































KEEPAD JAPAN 株式会社が販売する Turning 
Point は、『数多くの受賞歴のあるオーディエンス・レ
ス ポ ン ス ・ ソ リ ュ ー シ ョ ン で す ． Microsoft 
PowerPoint®100%アドインソフトウェアなので，様々
な環境で利用できる．PowerPoint の利用経験があれば











力を思い知らされた．2016 年度の基礎技法 A-3 での活








表 4  平成28年度 筆者担当科目の履修者数 
学期 時限 月 火 水 木 金 合計 
春 
1  68 61 52  181 
2 44  87  199 330 
3  47  54  101 
4 18    145 163 
合 計 62 115 148 106 344 775 
秋 
1  27 22 20  69 
2 10  51  35 96 
3  60  56  116 
4 4    34 38 
合 計 14 87 73 76 69 319 











































































(ドミソ)   (ファラド)    (ソシレ) 







オイラーの公式：𝑒𝑖𝜃 = cos 𝜃 + 𝑖 sin 𝜃  
θ＝πのときのオイラーの等式：𝑒𝑖𝜋 = −1  
指数関数と三角関数との関係，無理数 𝑒 , π と虚数 𝑖 
が結合すると整数－1となる． 
微分では，任意の 𝑎 > 0 に対して，指数関数 𝑦 = 𝑎𝑥 
を微分すると  𝑦 ′ = 𝑎𝑥 log𝑒 𝑎  となるが，指数関数 




































なぜなら， 𝑒𝑡 − 1 = 𝑢 とおくと， 
𝑒𝑡 = 1 + 𝑢  , 𝑡 = log(1 + 𝑢) 




























𝑢 = 𝑒 }
 
よって， 
与式 =  𝑎𝑥 ∙ 1 ∙ log𝑒 𝑎 =  𝑎
𝑥 log𝑒 𝑎 
したがって， 















A 不良品が常に 10%出てしまう会社 































































































































An Observation on Articulation between High School and University about Constitutional Law Education 
－constitutionalism ／ the obligation to respect and uphold the constitution－ 
 
YOSHIDA Toshihiro 










































 第 1回  ガイダンス  
 第 2回  国家と権力  
 第 3回  立憲主義と人権 
 第 4回  国民代表の政治過程 
 第 5回  利益代表の政治過程 
 第 6回  司法と政治過程 
 第 7回  マス・メディアと政治 
 第 8回  日本外交と政治 
  第 9回  論争① 集団的自衛権 
 第 10回 論争②  規制緩和 
 第 11回 論争③ 経済格差 
 第 12回 論争④ 消費税 
 第 13回 論争⑤ 人権と介入 
 第 14回 論争⑥ 憲法改正 

































































































ア 国会議員  イ 内閣総理大臣・国務大臣  
ウ 裁判官   エ 天皇     オ 国民 
 
Ｑ２．憲法を尊重し，擁護する義務を負うのは(       )





ア 国会議員 37 イ 内閣総理大臣・国務大臣 41 
















































































【「憲法」学習履歴調査】2016年 10月 4日実施 
Ｑ．次の語句について，項目ごとに○をつけてください．


























16 53 8 1  3 
立憲主義 
 
14 56 7   3 
公共の福
祉 
18 46 8 4 2 2 
憲法の私
人間効力 
1 19 20 19 8 9 
知る権利 
 
17 52 4 3 2 1 
プライバシ
ーの権利 
27 50 1 2 2  
法の下の
平等 
23 54 2  2  
信教の自
由 
11 58 6 3 2 1 
政教分離 
 
12 46 15 4 3 3 
表現の自
由 
25 51 2  1  
生存権 
 
26 48 7 2 1  
教育を受
ける権利 
25 47 6   1 
労働基本
権 
27 48 5    
国民の三
大義務 
34 41 5   1 
適正手続
の保障 
2 17 25 16  15 
黙秘権 
 
14 39 16 8 3 2 
死刑制度 
 
12 41 19 5 4    
令状主義 
 
6 16 27 13 5 7 
参政権 
 
25 45 8 1   
議員定数不
均衡問題 
4 16 19 10 7 9 
国民主権 
 
30 42 5 1   
憲法 9条・
平和主義 
31 42 4 2 1  
集団的自
衛権 
18 38 7 2 12 1 
三権分立 
 
32 42 4    
国会の組
織と役割 
15 53 7 1 1 1 
内閣の組
織と役割 
15 54 8 1 1 2 
裁判所の組
織と役割 
17 48 7 2 2 2 
違憲立法
審査権 
15 38 17 4 2 3 
裁判員制
度 
18 51 5 3 2  
財政民主
主義 
4 19 26 15 2 12 
地方自治 
 
17 40 11 3 3  
憲法尊重
擁護義務 
3 20 18 17 5 15 
憲法改正 
 
8 49 12 3 6  
憲法の制
定経過 




















95％ 法の下の平等 表現の自由 教育を受ける権利 
三権分立  
94％  プライバシーの権利 労働基本権 
93％  国民の三大義務 
92％  国民主権 
91％  憲法 9条・平和主義 
89％  参政権 
88％ 立憲主義 生存権 
87％  知る権利 裁判員制度 
86％  国会の組織と役割 
85％  内閣の組織と役割 法の支配 信教の自由 
80％  公共の福祉 
77％  地方自治 
73％  憲法改正 
72％  集団的自衛権 
70％  政教分離 裁判所の組織と役割 
67％  違憲立法審査権 




31％  議員定数不均衡問題 
30％ 令状主義 
29％  憲法尊重擁護義務 財政民主主義 
26％  憲法の私人間効力 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(2)内山奈月・南野森『憲法主義』PHP 研究所 2014 年
88ページ． 















(7)芦部信喜『憲法』岩波書店 1993年 12ページ． 
(8)自民党憲法改正案(2012 年版)がその 102 条に「全て
国民は，この憲法を尊重しなければならない」と明記
していることと無関係ではないように思われる．なお，



























書房 2008年 21ページ． 
(16)～(17)上田理恵子「教員養成課程における日本国憲
法教育を考える：憲法尊重擁護義務をめぐる授業実践















の争点』有斐閣 2008年 7ページ． 
(20)田村理『僕らの憲法学 「使い方」教えます』筑摩
書房 2008年 22ページ． 
(21)玉蟲由樹「憲法の意義－『あたりまえ』を守る」法
































































































— 英語「和訳先渡し」の効果とその期待感  — 
 桜  井  俊  道  


























 で浸透させる．  
  図１が今回教材として作成した理解の流れである．  
① 和訳先渡しで日本語での理解を浸透  
② 新出語句の確認と辞書引き指導  
③ 英文の空欄埋めから英文理解と語彙の習得  
④ 日本語と英語の両面から音声による理解  
⑤ 英語で英文内容の理解 
 

































































５． 和訳先渡し課題における仮定  
  以下に，「和訳先渡し学習」による入学準備学習者にお





































































































































































































  １）調査の目標  
     ・「和訳先渡し学習」の学習効果を知る  
     ・ＡＯ入試合格者への教材として的確であったか．  
  
  ２）調査の概略  
      調査票による自記入式調査方式として全無記名で
行った．  
 
  ３）調査期間 2010 年 2 月 15 日から 3 月 10 日  
 
  ４）有効回答数  回収数１１７票  
                  有効回収率  78％  


















(2) テキストの中で使われている英語は難しかったで  

















(8) あなたは辞書を使って意味を調べましたか？  
 
（9）テキスト内の「ステップ・アップ到達度課題」 
   (全 3 回)は難しかったですか？ 
 
(10) テキスト「オサムの留学」の続きを読みたいと思 










































































 1)金谷 憲他 (2004)『和訳先渡し授業の試み』三省堂 
 2)藤村 和道（2009）『和訳先渡し授業の実践とその教育的 
                     効果』津山高専紀要代51号 
 3)上西 幸治（2006)『和訳先渡し授業による英語授業改善  
           の実践研究』中国地区英語教育学会 


































































谷田 林士1・内藤 千明2・石井 麻莉3・内田 萌3・三村 安純3・山屋 奏美3 
（1大正大学 2（株）ワークスアプリケーションズ□3無所属） 
 
An example of the First-Year Experience program that 
fosters empathic understanding of others:  






, Mari Ishii, Moe Uchida
4






Works Applications Co., Ltd., 
4
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A Study on Financial Planning and Facilities 
Development after the Rapid Increase of the Number 






















































































































































































































































































































































 日本で参照されるアメリカの大学の IR は，19







































































































られる．Higher Education Institutional Plans を閲覧できる．【オンラインアクセス】Campus 












）】7.0 単位【費用】300 米ドル（会員），390 米ドル（非
会員）． 





）】12.0 単位【費用】1,250 米ドル（会員），1,625 米ドル（非
会員）． 





組織的に備える．【参加要件】計画策定講座 1,2 の受講．事前課題有．【日程】2 日【CEU（継続
教育単位
ユニット







ンナー育成プログラム．審査を経て毎年 2 名が選出される．期間は 1 年間．【機会】①1 年間に
渡る SCUP 会員資格．②年次国際会議 2 回分（プログラム開始時と終了時）参加．その都度 500
米ドルの奨学金有．③前述の計画策定講座 1 または 2 への参加．【応募資格】学生または教職員． 


































































































































































Bok, D. (2013). HIGHER EDUCATION IN AMERICA, 
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近藤 裕子・八瀬 広美・棚瀬 久子 
（大正大学・早稲田大学大学院・大正大学） 
 
Formatting Japanese Manuscript for Journals 
 
 
Hiroko Kondo ・ Hiromi Yase ・ Hisako Tanase 
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On Japanese Grammar  
in Junior High School Japanese Language Textbooks  
 
Minako Homma 
















































































全く違う 21人   
違うところがある 36人   
わからない 32人   








































































ついて，平成 26 年 1 月 14 日付けで学校教育法施行規則
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































注 1：2016年 9月に大正大学大学生 61名，國學院大學大





<平成 16年検定>                      
東京書籍(2007)『新編新しい国語』2             
学校図書(2009)『中学校国語』2                            
三省堂(2009)『現代の国語』1 
教育出版(2009)『伝え合う言葉中学国語』2         


















































































































































































































































































































































































































































































































2016 年度「学びの基礎技法 B」（以下，「技法 B」）






























  報告者の担当する 20015年度クラスでは，レポートの 
























































































































































2 「学びの基礎技法 B-1,B-2」 









3 「学びの基礎技法 B-3,B-4」 














4 「学びの基礎技法 B-アドバンス」 

























































履修者数 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
春学期 368名 － 62名 － 
秋学期 － 305名 － 14名 
 
皆勤者数 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
春学期 101名 － 15名 － 





 AA A+ A A- B+ B B- C+ C 
Ⅰ 1.0 1.6 6.7 11.2 15.1 20.2 17.9 13.8 12.5 
Ⅱ 1.8 1.8 5.9 15.9 18.8 15.1 12.9 9.6 18.1 
Ⅲ 6.3 6.3 20.8 18.8 14.6 14.6 6.3 6.3 6.3 






基礎数学 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
春学期 90.4 － 87.2 － 


































Ⅰ･Ⅱ：演習問題 50％，小テスト 20％，課題 20％，関
心･意欲･態度などの普段点 10％を基準とし，総合判断
したうえで一定基準に達した者を相対評価する． 












































































































読み 10問の 20問構成のもの，そして漢字検定準 2級の
問題をもとに，読み，書き，部首，熟語構成，四字熟語，
対義語・類義語，同音・同訓異字，誤字訂正，送り仮名














































































































































































































































































 TA's efforts in Kanji quizormatting 
 -For creating an environment that students can easily learn- 
 


































































































































4 意欲がなくなる」という 4 つの選択肢を設けたアンケ













































































































   田中 沙也加 
（大正大学大学院） 
 


























































































































































藤田 藍        
（大正大学仏教学研究科仏教学専攻）     
Importance of TA Experience: Diverse Benefits 


















































































































































刊号 大正大学教育開発センター 2016 p.38 





―「学びの基礎技法 B」におけるTA の意識変容を中心に― 
 
八瀬 広美 
                                       （早稲田大学大学院） 
 
The Significances of working as a Teaching Assistant 
from an Aspect of Communication 
―Focusing on Consciousness Change of TA in Core Academic Program-B― 
 
Hiromi YASE 













 筆者は，2015年 4月から 2015年 7月までの 4ヶ月間























筆者は，2015年 4月から 2015年 7月までは「学びの
基礎技法 B-1」1 クラス1と「学びの基礎技法 B-3」1 ク
ラスの計 2クラス，2016年 9月から 2017年 1月までは























































































































































































































































































































































































































































































































































平成 28 年度 教育開発推進センター事業報告 
 
君 島 菜 菜 
(大正大学教務部) 
 
Annual Report 2016, Center for Educational Development 
 
Nana Kimijima 













































 平成 28 年度は，全学共通必修科目である「英語」に
おいて，TOEIC対策を授業内容に加え，1年次の学修成








検定を年に数回実施した．受験する学生は 1 年次から 3
年次が中心であった． 







必修科目「基礎技法 B」（授業と授業前後 1 時限）で春




アワーにおいて，春学期 50クラス 10名のTAと 6名の


























は「文化の探究」春学期 13 科目・秋学期 16 科目，「社
会の探究」春学期 11 科目・秋学期 16 科目，「自然の探











語１」春学期 31 科目・再履修クラス 2 科目，「英語２」
秋学期 31科目・再履修クラス 2科目，「英語３」春学期

























































































日 時：平成 28年 11月 1日（火）13：00～15：00 
参加者：39名 
「３つのポリシーに関する研修会 ～学科・専攻版３つのポリシー見直しブラッシュアップ～」 





「第 3回全学FDセミナー ～カリキュラム・アセスメントの具体的な活用～」 
日 程：平成 28年 6月 29日（水）13:10～16:20 
内 容：第 1部「Ⅰ類科目における観点別到達目標と評価基準の検討」 
第 2部「カリキュラムアセスメントチェックリストの具体的な活用」 
参加者：第 1部 76名 第 2部 23名 
「第Ⅰ類科目「学びの窓口」担当教員FD」 










日 時：3月 1日（水）・2日（木） 
内 容：大正大学の教育理念･マネジメント体制･就職支援･ハラスメント防止について 






日本FP協会『JOURNAL of Financial Planning』[日本版]：2016年 4月号（第 195号） 
      「活かしています！FP資格」記事 畠山仁男 
 
大正大学教育開発推進センター年報 創刊：2016年 6月 
 




大学教育学会第38回大会：2016年 6月自由研究発表 上田勇仁・吉田俊弘・佐藤浩章 
「FD ワークショップ『カリキュラムアセスメント』のデザインと評価」 
  
読売新聞：2016年 6月 18日付 吉田俊弘 
       「18歳選挙権」に向けた各高校の取り組みに対するコメント 
 











関東地区大学教育研究会主催シンポジウム：2016年 9月報告 吉田俊弘 
「キャリア教育の『入口』をどのように形成するか」 
 
第 47回日本語教育方法研究会：2016年 9月 口頭発表・ポスター発表（共）近藤裕子 
「アカデミック・ライティングにおける引用指導の課題」 
 
日本教育工学会第 32 回全国大会：2016年 9月自由研究発表 上田勇仁・吉田俊弘・佐藤浩章 
「プロジェクト学習におけるリフレクションを評価するためのルーブリック開発」 
 118 
2016年度大学教育学会課題研究会：2016年 11月ポスター発表 上田勇仁 
「DP見直しに向けたFDセミナーの評価」 
 
日本PBL研究所 PBLアドバイザー養成講座：2016年 2月実践報告 近藤裕子 
「ＰＢＬを取り入れた大学初年次教育ライティング授業の展開」 
 
第 23回大学教育研究フォーラム：2017年 3月ポスター発表 齋藤知明 
「全学初年次共通のライティング授業におけるポートフォリオの活用とその成果」 
 








































吉田 俊弘   大正大学TSRマネジメント推進機構教育開発推進センター長・教授 
学長補佐 
由井 恭子   大正大学TSRマネジメント推進機構教育開発推進センター専任講師 
近藤 裕子   大正大学TSRマネジメント推進機構教育開発推進センター専任講師 
春日 美穂   大正大学TSRマネジメント推進機構教育開発推進センター専任講師 
北林 茉莉代  大正大学非常勤講師 
畠山 仁男   大正大学TSRマネジメント推進機構教育開発推進センター准教授 
桜井 俊道   大正大学教務部教育支援課 
谷田 林士   大正大学心理社会学部准教授 
内藤 千明   （株）ワークスアプリケーションズ 
石井 麻莉   無所属 
内田 萌    無所属 
三村 安純   無所属 
山屋 奏美   無所属 
日下田 岳史  大正大学質保証推進室 IR・EMセンター助教 
八瀬 広美   早稲田大学大学院日本語教育研究科博士前期課程 
棚瀬 久子   無所属 
本間 美奈子  大正大学・國學院大學非常勤講師 
宇野 和    お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科比較社会文化学専攻博士前期課程 
竹内 はるか  國學院大學大学院文学研究科文学専攻博士課程後期 
田中 沙也加  大正大学大学院文学研究科修士課程歴史学専攻 
藤田 藍    大正大学大学院仏教学研究科修士課程仏教学専攻 
山口 一樹   東京大学大学院人文社会系研究科日本文化研究専攻博士課程 









 大学入試センター試験が 1990 年(平成 2 年)1 月にスタートしてから 28 回が過ぎました．大学
入試センターによれば，今回の志願者数は対前年度 12,199 人増(2.2%増)の 575,967 人でした．
ご承知の通り，大学入試センター試験が導入される以前は国立大学の共通一次試験として 1979








































平成 29 年 6 月 30 日 発行 
編集兼  大正大学教育開発推進センター 
発行人  吉田 俊弘 
印 刷  大正大学事業法人（株）ティー・マップ 
東京都豊島区西巣鴨３丁目 20 番１番 
発 行  大正大学教育開発推進センター 
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